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高等植物の地上部のほとんどの器官は茎頂に存在する分裂組織(sAM)から発芽後に生

じる｡そして､ SAMは自らを未分化な状態に維持しながら､新しい器官を形成する

細胞を供給し続ける｡主軸のSAMは腫発生過程に生じ､発生が進むと本菓の葉厳に

厳生分裂組織が形成され､また､ｶﾙｽ等からは不定芽としてSAMが形成される｡

ｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅの芽生えで腫発生におけるSAM形成に関わる遺伝子として

cucl(CUP SHAPED COTYLEDONl), CUC2とsTM(SHOOTMERISTEMLESS)が知られ

ている｡これらは全て転写因子をｺ-ﾄﾞしている｡そして､前者2つは重複した機能

を持ち､ sTMの発現を誘導する事でSAM形成に関与し､さらに器官の分離にも関与

する｡申請者はCUCl､ CUC2を介した分裂組織形成や器官境界部の形成過程の分子

ﾒｶﾆｽﾞﾑを明らかにすることを目的として､ 3つの解析を行った｡

1､ｶﾘﾌﾗﾜ-ﾓｻﾞｲｸｳｲﾙｽの35Sﾌﾟﾛﾓ-ﾀ-の制御下でCUCl遣伝子を

異所的に過剰発現させた形質転換体(35S::CUCl植物)の解析を行った｡この形質転

換体の芽生えで､子菓の側面2ｶ所に切れ込みが入り､切れ込みの間の細胞は未分化

な細胞になり､そこに不定芽が形成された｡この子葉上の未分化な細胞領域や不定芽

の形成にはSTMが必須であった｡ -方､ ASl(A_SYMMETRICLJEAVESl)の遺伝子の変異

はstm変異体の表現型を抑制することが示されていたが､ asl変異株を用いた研究に

より､ CUCl､ CUC2は､ STMを誘導してSAM形成を制御するだけでなく､ sTMを介

さずにSAMを形成する機構にも影響を及ぼすことが示唆された｡

2､ CUClとcuc2は機能が重複しているためそれぞれの単独変異株はほとんど異

常を示さない｡そこで､ cuc2変異株から形態異常を生じる新規のｴﾝﾊﾝｻ-変異体

の単離とその原因遣伝子の同定を行った｡この解析で､ 7つのCUClの新しい変異ｱ

ﾘﾙが得られたと共に､ CUCl､ CUC2と高い相同性を示すcuc3の3つの変異株､ｸ

ﾛﾏﾁﾝ制御を介した遺伝子発現制御に関わるCTEl (_CUC_TWO_ENHANCERl) /CHR2

′ (∈星里OMATINREMODELINGI狙CTORSUBUNITR2)の2つの変異株､そしてARFIGEF

のひとつであるGNOMの変異株が-つ単離された｡

3､ CUC3の分子遺伝学的解析から､ cuc3は腫発生過程におけるSAMの形成のみ

ならず､栄養成長期や生殖成長期の月夜生分裂組織の形成で重要なはたらきをする事､

腫発生過程における子菓の分離だけで無く本菓や花茎の側生器官の境界部の形成･維

持に重要な役割をもつことが明らかになった｡また､ cuc3とcuclやcuc2を組み合わ

せた2重変異株を解析する事で､ CUCl､ CUC2､ CUC3の機能の違いが明らかにされ

た｡そして､月夜生分裂組織形成に関与するLas(LATERAL,SUPRESSOR)とcuc2､ CUC3

の関係も明らかにした｡
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双子菓植物の体制は肱発生過程で確立し､発芽後は､芽生えの両端に有る茎頂分裂組

織(SAM)と根端分裂組織から新しい器官が次々と作られることで植物体全体が作られ

る｡植物の地上部の形成で最も重要な働きをする茎頂分裂組織は腫発生過程､厳芽分

裂組織､不定芽の形成過程で生じるが､その形成の分子ﾒｶﾆｽﾞﾑに関する研究はま

だ端緒についたばかりである｡申請者は､腫における茎頂分裂組織形成で重要な機能

を持つｼﾛｲﾇﾅｽﾞﾅ(Arabl'dopsl's thall'ana)のCUC l (CUP-SIL4PED

co7YLEDONl ), CUC2, CUC3に関する分子遺伝学的な研究を行った｡

本論文の成果は大きく5つに分けられる｡ -つめは､ CUClが月杢発生過程のみなら

ず不定芽形成過程でも主にﾎﾒｵﾎﾞｯｸｽを持つ転写因子である

sTM(SHOOTMERLSTEMLESS)遺伝子の活性化を介してSAM形成を誘導する事を

明らかにした｡ 2つめは､月杢発生や不定芽形成過程でSTMを介さないSAM形成の

経路が存在し､それもCUC1で活性化される事を始めて明らかにした｡ 3つめは､

腔発生過程におけるSAM形成に関与する新規の遺伝子であるCUC3遣伝子を見つけ

た｡ 4つめは､ CUCl, CUC2, CUC3が重複して腫発生過程のSAM形成と子葉

の分離に関与するが､ CUC2がこの過程におけるSAM形成に最も強く関与し､ CUC3

がもっとも弱く関与する事を明らかにした｡ 5つめは､ CUC2とCUC3が脇芽の

分裂組織形成と側枝の主茎からの分離に関与する事､そしてCUC3の方がより強く

これらの過程に関与する事を明らかにした｡

以上のように申請者は､植物の地上部の形態形成でもっとも重要な器官である

sAMの形成の分子機構に関する多くの新しい知見を明らかにした｡特にこれまでほ

とんど研究がなされていなかった側枝形成過程に関する分子遣伝学的なｱﾌﾟﾛ-ﾁの

基盤を形成した｡これは新しい研究分野を切り開いたと言える｡また､ CUC1を異所

的に過剰発現する事で､子葉上に不定芽を形成する実験系を確立した事でSAM形成

をより詳しく分子ﾚﾍﾞﾙで解くため基盤も形成した｡これらの点から､この研究は学

術上､応用上貢献するところが少なくない｡よって審査委員-同は､本論文が博士(ﾊﾞ

ｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論文として価値あるものと認めた｡


